











































に「進路」を加えた場合，「外国人生徒」と「進路」で20件（田巻ら2012， 2012， 2013， 
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神奈川大学心理・教育研究論集　第 49号（2021 年 3月 5日）
とができたと思われる。今後も，在日外国人生徒の進路選択にあたり，自由に進路を選択
できる学習環境づくりを目指していきたい。
　終わりに，本研究にご理解と調査協力を頂いた方々に心からお礼を申し上げます。
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